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母語 と連携する外国語教育の教材開発に関わる協働的実践研究

教科書を生かした授業実践事例を通 して

王 林鋒

1.協 働的実践研究の意義

1教 職大学院のスタッフとしての心構え

2016年4∫iに 福井大学教職大学院に着任 して、今年で

3年 目を迎えた。福井大学教職大学院における院生の学習

を支えるスタイルは、伝統的な講義型のものではなく、実

務家教員 と研究者教員がチームとな り、院生の学校現場

に足を運び、授業や学校の課題に協働で取 り組む とい う

ものである。いわば、学校拠点の協働実践研究が10年 以

上実施 されている。院生たちは、実践 と省察を通して、専

門性 を高めていく。私は、学校現場 と密接に関わることに

憧れ、福井大学教職大学院が長年蓄積 してきた協働実践 ・

事例研究のアプローチを自分 も大切にす る覚悟を着任 当

初か ら持っていた。その際、研究者 として学校現場との協

働研究を進めるにあたって、一つの原則を作った。それは、

自分の意志 を相手に押 し付けるのではなく、相手が自ら

や りたいことを支えるとい うことである。

個人の研究テーマに基づき、論文を執筆するための材

料やデータを収集す るため、ある取 り組みを実践 してほ

しい と学校現場に協力を求めることが少なくない。 もし

持ち込んだテーマが、学校が直面 している課題や教員の

問題意識 と 致 すれば、議論する意味があるが、全く学校

の現状 と無関係なことを 方 的に説明され、やるように

勧め られても、現場を困らせるだけだ。例えば、授業研究

が定着 していない学校、プロフェッショナル ・ラーニン

グ ・コミュニティ(以 下、PLCと 略す)が まだ形成されて

いない学校の教員に、先進校の探究型授業の実践記録の

見本を見せ、書かせた。その結果、教師主導授業のスライ

ドを説明す る文章に留まってしまった。一見すると教員

の力量形成向上のためだと見えるかもしれないが、探究

型授業の実践をやったことのない教員 に、授業の展開プ

ロセスを描 くような実践記録を書かせ るのは最適な方法

であろ うか。その学校に適 していない先進校の取 り組み

を丸ごと行わせ るような指導モー ドに してはいけない。

私たちは、学校や院生の考えや悩みをしっか り傾聴 し、課

題を共に探 りなが ら、院生や学校の現状を理解 したEで 、

解決方法を一緒に考えるべきである。

2.学 校現場教員との関係づくりに関わるエピソード

「自分の意志を相手に押 し付けない」 とい う原則を心

掛けたつもりだったが、誤解を招 くことも避け られなか

った。研究者 として、自分の無力さを痛感 したのは、2018

年の4月 だった。2018年4月 とい うのは、福井県内の小

学校3年 生以上で英語が導入 され、次期学習指導要領の

全県先行実施がスター トした時期である。その時、私は、

小学校英語の規状 と実態を知るため、面識のある先生に

授業参観の中し出をした。

」先生と一結に小学擬 語の授業を話したいと

ずっと想ってお クますが、なかなかお話する揆

会はあクまぜんでした。今学期は、一結に赫鱗

究さぜていただければ幸いで先 これから継続

的に先生の授業を参観さぜていただきたいんで

先 β分は、現揚の経験はぽとんどないでナが、

学ぱせでいただグナればと想ってお クま先

二 日後 、 メ ー ル の返 信 が 来 た。

授業参観というのな、公嚴授業についでお知
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らぜ し、公β號薯業の侍に見 でいただ ぐというこ

とでしようか?赫 働探究 とい うことですが、卒

論のテーマ竿に使われ る予定 ですか9

メールを見て悔 しかった。心の中で 「ただ実態を知るた

めに実際に授業を見に行きたいだけで、大学生の卒論に

関係ないのに」と眩いた。小学校英語をどうす るべきと困

ってい る教員 と一緒に考えていきたい、中国で小学校英

語に携わってきた経験を活かし自分に何かできることが

あれば一緒に考えたいとい う気持 ちでいっぱいなのに、

なぜそれが伝 わらなかったのだろうかと理解できなかっ

た。 白分の気持ちを適切な口本語で表現できなかったこ

とが理由の一つであろう。口常会話ができても、専門的な

思考や複雑な気持ちを豊かな表現で表す ような的確な 目

本語が今でもできていない。これは、確かに、Cu㎜insが

提示 した 目常の会話能力とい う「対人伝達 占語能力」と、

学問的な思考 占語能力とい う「認知学習 占語能力」の違い

を表明 した一つの例だと考えられる。

その 日、もう一回、ことばを吟味 し、説明した。一文で

言い切れないことを複数の文で表 してみた。福井大学教

職大学院で学んだことばの一つ 「協働探究」をすぐに使っ

てみたが、意味不明な使い方をして しまったことに気づ

いた。 自分の思考のフレームワークで考えたことをその

まま話す と、相手の思考のフレームワークに当てはまら

ない可能性があり、それが相互理解の壁 となる。

公鍔授業だけ でなな ぐ、、継続的に気楽に授業

を参観 することが できれ ばと想 ってお クま先

卒論 テーマには勤 系ないで丸 赫鱗 究 とレ、ラ

のは、先 生と一結に小学擬 語の実態 とこれか

らを考えでいきたいと想 つでいるだけ で先 先

塗の実 霧や研 究に私が協力 できることがあれ ば

味方にな クたいと想 っでお クまヲも β分の詑劣「

不足でご迷惑 をかけでしまつで、ナみ まぜん で

した。

前回より、素朴な単語で書いたことに対 して、以 ドの返

信が来た。私の意図を理解 して くれたよ うだった。このエ

ピソー ドで学んだのは、コミュケーションをとる際、一回

き りではなく、何回もや りとりする中で相互理解を進め

ることである。それ以来、仕事上で戸惑ったことや強 く主

張 したいことがある場合、長文になって しま うことが多

い。冗長な文章だと自覚 しているものの、簡潔かつ的確な

表現で伝えることがまだできない。周 りの同僚の先生た

ちの丁寧な口本語 を見習いながら、カをつけていきたい

と思っている。

私 も去年ノから,く1・学擬 語に初めて携 わ ク始 め

たので、まだ試行錨 賀のβ々ですが、それ でも宜

レ カ紀ば 参観 しでいただければと、蟹いま先 参

観される揚 今、以 下の2点 にっいでお疲いした

いと想いま先 ・β程が分か ク次穿凱 早めに教え

で下さい。・参観 され る際、先生に も奥語 で話 し

た ク、中国のことを教え でいただきたいでプら班

童にとっでも、置界観を広ザ る艮 い麓会 となる

と想 ラので、ぜひお願い したいで先

その後、授業参観をしに行った。そ して、公開授業研究

会に向けて、指導案検討会に参加 したことを機に、先生の

授業を連続的に見るよ うになった。途中のや りとりの一

部を以下に抜粋 した。私の授業参観に対 して、最初は戸惑

われていた先生が半年間の間に徐々に私を受け入れてく

れたよ うだった。まだ先生の信頼を得たとは言い難いが、

信頼関係を築 くのには、時間 と両者の協働関係 を必要 と

する。いつか、心か ら私を授業づくりの相談相手にしても

らえるように努力 しなければならない。

%日 は授業参観とご助言あ クが とうございま

した。授業 についでア だ囲イヌ しでいただけ る

というのな とてもあ クがたいで先 ただ4σβで

すが、英語 の授業は*限 βの*年 生しかあ クまぜ

ん。*年 生は木膠 日になっでいま先 木膠 日はお

殆亡しいでナか?ま た、教えて下さい。

3.協 働的授業実践を試みた二つの事例

1)院 生との協働による小学校4年 生外国語活動の授業

実践

この小学校の授業実践は、当時、教職大学院教職専門性

開発 コースM3の 池田院生 との協働実践である。池 田院

生は、中・高の英語及び中国語の教員免許を持っていたが、

小学校の教員免許 を取得 しようと教職大学院に入学 し、

公立小学校で長期インターンシップをしていた。彼が外

国語教育に興味を持っていることを知 り、中国の小学校

英語の教科書12冊 とともに実際の授業映像を渡 し、院生

同士にも共有するように声をかけた。彼 は、ずっと、英語

力及び中国語力 を活かした小学校の外国語活動の授業実
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践をしたいと思っていた。小学校外国語の授業に挑戦す

る院生が少ない中、私は 「やってみよ う」といつも声掛け

していた。授業実践ができるのを知ったのは、2017年10

月だった。2018年1月17目 に4年 生の外国語活動の時

間に池円院生が授業実践をすることが決まった。私は、特

別ゲス トとして授業に関わることになった。

授業づ くりのヒン トになるかもしれないと思い、小学

校の国語の教科書から外国語学習にリンクしそ うな内容

を検討 した論文を勧めた。論文を読んだ池田院生から以

下のコメン トをもらった。

率直な感ン想と しで、非停≠に感動 しました。47国

語 を含む外国語 使 語以吻9を 学習ナることによ

っで、子μたちの言語勧 の向壬が望めますし、

進諮 の鰯 ご大 きぐ.広がると想 いました。 また論

文の中でグヌ みアソプされ でいた国語科の単元

を、すべ℃見直 してみま した。御入的に、1年 ∠左

か ら4年 生の既 習專項の中か ら、チ分 に面白い

疫業 ができるのでなな いかと想 いま先 訪み方 ・

発音の蓮 い、中醗 のことわざ カタカナ文字と

中鰭 の当で字、主語 述語の繍 熟語などな授

業 で敢 ク±げると面白いかなと感 じでいま先

さらに教禅誹 でな'、β本か ら中画に疲ったア

ニメ 吻 ドラえ もんクなんか も、子供にとっで

躯 なので坂 ク±げたら面白いかなと想 っでい

ま先 冥瑚 クな授業の進行に脚 しては、今後また

初談さぜで贋けたらと想 いまヲら 非営に有意嚢}

な諭文 で、正式に私が先生になっでか らも参考

に したいと想いま先

ll刀 に入って、授業案のブ レーンス トーミングを一二人

で行った。授業 日を考えると、国語の授業で 「季節の言葉・

冬の風景」のす ぐ後になるため、その延長線Eと して、繋

が りそ うな 「冬の占葉」を授業の最初に導人す ることを決

めた。授業の目標を、「2文字の漢字熟語から、ことばの

組み合わせ方の共通点を見つけることで、 口本語 と外国

語に興味 ・関心をもつ ことができる」とした。4年 生の子

どもたちの既習単語を参照 し、問いかけ一つ一つの了ど

もたちの反応 を予想 しながら、学習活動を組み立ててみ

た。創意工夫 しながらアイデアを出し合った り、また子ど

もの実態に沿っていないためそのアイデアを撤回した り

するな どワクワクしなが ら、構想を立てていった。このよ

うな作戦会議を経て、12刀 中に指導案をさらに練 りLげ

た。1刀 の授業 日の一二日前から模擬授業を行った。前日の

夜まで、各活動の時間配分、板書のデザイン、授業の流れ

のリハーサルな ど細かいところまで練 られた。

2)現 職教員たちとのTeamTeachingに よる中学校1年

生英語科の授業実践

この中学校の授業実践は、現職教員たちとの協働実践

である。福井に来て、学校訪問す る際、必ず 「英語の授業

はもちろん、中国のことや、国際理解に関わることで私が

できることがあれば、協力しますので、ぜひ相談 してくだ

さい」と声をかけている。少 しでも自分ができることなら、

貢献 したい気持 ちはあるが、なかなか声をかけて くれな

い。初めて行 く学校でよく聞かれるのは、「いつまで福井

にいますか」。恐 らく、外国人の自分が福井に長 くいられ

ない、持続性がないだろ うと、自分 との関わ りを避けよう

としているのかもしれない。正直なところ、不安定な雇用

のため、いつまで福井にい られるのか自分でも分か らな

い。だが、少なくとも、ここにいる問には、できることを

したい。学校側が戸惑い、遠慮 しているかもしれないが、

私ができることは、繰 り返 して先生たちに声をかけるこ

とである。転機が訪れたのは、2019年1月 頃だった。中

学1年 生の英語科Unit9の 単元 『チャイナタウンへ行 こ

う』で、中国のことを紹介 してほ しいとい う相談を受けた。

嬉 しい限 りであった。自己流のしつこい声かけの 「効果」

が現れたのだった。2018年 の6∫]に 、先生方に以下の連

絡をしていたことが、翌年の1月 になって、実を結んだ

のである。相談がきたことが嬉 しくて、嬉 しくて、す ぐさ

ま授業デザインに取 りかかり、没頭 した。

7年 生の〃競9中 国の文化 とい う単元があると

,蟹いま先 私 でよろしければ 中国 文化の紹 介な

ど寵7と して発生方の授業にス ることが可能で

ナので、疫業プランのアイデアも一結 に考えま

しょラ。また、単元 ごとでプレゼンの甥 き手やイ

ンタビューの初手な どが必要 な揚 今、いつでも

いいので、気軽に声 をかけでぐださい。もし子ど

もたちが中蹄 に興嫌があ クそうでした ら、対

、応 可能なので、相談 してぐださ嬬

授業づ くりの手がか りは、英語教科書に掲載されて

いる中国語の意味を英語で当ててみようとい う漢宇クイ

ズの内容から掴んだ。確かに同じ漢字でも日本語 と中国

語によって違 う意味を持つことがある。漢字クイズを出

しなが ら、漢字の不思議な世界を開くような授業を作っ
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ていきたい と思っていた。本来であれば、私は、特別ゲス

トとしてT2に なるつもりだが、指導案を作った 自分がTl

で、英語科の先生がT2と なり、二つのクラスで行 うこと

になった。この発問に対 して、生徒がどう反応するだろう

か、この単語 が生徒のレベルに合っているかな どいろい

ろなことについて先生の意見を聞き、前 日の夜中まで授

業案を修正 し、打ち合わせをした。

1.机

2.湯

3.汽 車

4.作 業

5.去 英 国

■desk■airplane

口shower口soup

口bus口car

口practice口homework

口comef士omtheU.K.

口gototheUK一

ハ尼}γ召∂πzoη1JP98

H.理 論と実践の往還:母 語と連携する外国語教育

口本で小学校外国語活動 ・外国語科の先行実施が始ま

った。学級担任が英語を指導する中、学級担任の強みを活

か した小学校 ならではの外国語教育の在 り方を具体化 し

ていく必要がある。次期学習指導要領において、小学校外

国語には 「目本語 との違いを知 り、占語の面白さや豊かさ

に気づ く」、「目本語 と英語の語順 の違いなどに気づかせ

る」とい う文言があり、一方、小学校国語には 「言語能力

の向Eを 図る観点から、外国語活動及び外国語科など他

教科等 との関連を積極的に図 り、指導の効果を高めるよ

うにする」との提起がある。これ らに共通するのは、母語

と外国語を有機的に関連づけた 「ことば」とい う視点の存

在である。私は、「ことばの教育」とい う観点から、母語

と外国語の連携によりことばへの気づきを育てることが

大事だ と考えている。

母語 と連携す る外国語教育の必要性は、理論的 ・実践的

な根拠が示 されている。柾木(2015、2016)は 、国語教育

と外国語教育の連携に向けた動きを明治期に岡倉(1894)

が提唱 した国語 ・漢文 ・外国語の 「連絡」まで辿 り、歴史

的観点か ら整理 している。大津(1989、2008)は 、学校教

育における外 国語学習の第一義的意義は母語を相対化す

るための手段であると位 置づけたEで 、「ことばへの気づ

き」を育てることと英語の熟達度の間には有意な関係が

あ り、母語 と外国語の効呆的な運用を主張している。また、

欧州で蓄積 されてきた複言語複文化主義教育、具体的に

は母語 と複数の言語 を観察 ・分析 ・推論する 「言語への目

覚め活動」が 日本の小学校外国語活動に応用可能である

とい う提起もある(岩 坂 ・吉村、2015;大lll、2016)。 目

本の英語教育を慎重に議論 してきた4人 、鳥飼 ・大津 ・江

利川 ・斎藤(2017)は 、英語だけの外国語教育が失敗す る

と懸念 し、複言語主義を勧めている。

バイ リンガリズム教育 ・移民の了どもの言語教育を研

究 してきたCu㎜ins(1979)は 、驕 を排除する第二言

語教育を批判 し、母語 と第二言語の基底部分が共通する

「相互依存仮説」を提唱 した。母語が第二言語の獲得に好

影響を及ぼすことを検証 した。さらに、日常の会話能力を

指 す 対 人 伝 達 言 語 能 力(BICS:BasicInterpersonal

Co㎜micativeSkills)と 学問白勺な思考言語能力を指す認知

学 習 言 語 能 力(CALP:CognitiveAcademicLanguage

Pr面ciency)の 区別 を意 識 す る必 要 性 を提 示 した

(Cummins,1984,1986)。 これ らの論述では、 口本に関す

る事例が言及 されていないが、 口本の外国語教育を議論

する際の大きな示唆 となっている。

母語 と連携する外国語教育の在 り方が議論 される中、

国語科 と英語科におけるメタ文法授業の試みが行われた

(秋田ら他、2012、2013、2014;斎 藤 ら他、2012、

2013)。 プロジェクトでは、中等教育における、言語横

断的に働 くメタ文法能力の育成に焦点を当て、国語と外

国語が連携するデザイン授業が開発 され、アクション リ

サーチが行われた。その結果、生徒たちのことばの仕紅

みや働きへの意識が高まったことが実証された。 さら

に、王(2017、2018a、2018b)は 、小学校において、複

言語主義の視野を取 り入れたことばへの気づきを意識 し

た国語 ・英語 ・中国語が連携す る教材の開発及び授業の

・∫能性を検討 した。具体的には、 口本の小学校の国語の

教科書を分析 し、外国語学習 と結びつけられる題材を提

案 した。 これか ら、国語 ・英語 ・中国語を取 り入れた小

学校4年 生及び中学校1年 生の実践事例を通 して、協働的

実践研究の在 り方を振 り返 る。

皿.教 科書を生かした母語と連携する授業実践の展開

1外 国語活動「ことばの気づき」小学校4年 生

この授業の実践記録は池田院生の長期実践研究根告書

(池田、2018)に 書かれているので、ここでは、細かい記

述を割愛する。本節では、池 田院生の省察を手がかりに、

自身の実践を振 り返る。

1)「 え 一 中 国語!中 国 語!」 と ざ わ つ き 、 興 味 を 抱 く
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本時で何を学ぶかを知る場面。冬の風景の授業で、白い

モノを見た ら冬を感 じるとあったので、「白」とい う漢字

に注 口して勉強す るとい う発想だった。国語の冬の風景

の授業でどんなことばがでてきたか とい う先生の問いか

けに対 して、子 どもたちは、雪合戦、雪かき、雪だるま、

と答えた。 「共通しているものはなんだろう」 と聞くと、

「雪」と出た。さらに、 「雪は何色」と聞いた ら、やっと

「白」にたどり着いた。そこで、「白」で始まる漢字の組

み合わせか ら、日本語 ・英語 ・中国語について考えようと

い う本時のめあてを黒板に貼った。めあてを貼った直後、

子 どもたちは、 白発的に読み始めた。みんな 「え一中国

語!中 国語!」 と隣の人と一気に話 し始めた。当時の様子

を池田院生は、このように書いている。

めあ でを子どもた ちがβ発的に読んだめは、

きっと1外 瀦?何 するんだろ うノという気持 ち

の高ぶカがあったか らだろ う。そ しで 厚個 語ゴ

というところに驚きがあったのだ㌧ろう、声が一

気に大 きぐなった。また、一郎 ぐんが両手 でガ ッ

ツポーズを しでいる。彼の中で面白そ うだと直

感 したのだち ラ。子 どもにとっでの!與 咲を抱 ぐノ

の麗階 である。

0勉β7、ノ)64ノ)

「口本語、英語はなんとなく分かるね。中国語を、今 口

はやっちゃお う」とい う先生の発言に対 して、子どもたち

は、「やった一」と興味を示 してくれた。一郎 くんが、拳

を上に突き出すのが見えた。池田院生が 「今 日スペシャル

ゲス トに来てもらった」と知 らせると、子どもたちか ら拍

手が起こり、その拍手と共に私が登場 した。自己紹介は、

間違ったふ りをして、中国語のあと、英語、そ して、日本

語で3回 演 じた。自分の名前を紹介す る際、「漢字は日本

語 と同じなんですけど、発音は中国語の発音 となってい

ます」と言った。池出院生は、子 どもたちの眩きを拾い、

記録 していた。

王先塗 の!湊 字は一緒だけ ど 発着二は蓮 ラノの

部分で、子どもが πなん で9ノ とっぶやいた。王

」先生な意図的にその発言を涜 したと据測 され る。

言棄の源涜に遡ることで、国語の 帳ぎ字の成 ク立

ちノ伯 ノ1皮宅1、6年 塗祉会科のβ本の歴史 仲

国 との交≡易 な どにつなげることも可能なのだ

が、今廼1なぞ うした歴 史でなな ぐ、ことばその も

のに焦点をあでたか ったか らである。 このよ う

に中国語を坂 ク扱 ラことな、色んな勉鮒 との

騨 を図れる可能倥を秘めでいると獅 としで

感 じた。

勉 伍、P65ク

実際に、私は、「なんで?」 とい う子 どもたちの眩きに

気づいていなかった。気づいたとしても、次に行 くか、こ

こで議論するか、 どうす るべきかを悩むことになっただ

ろ う。改めて、池田院生の記録を読んで、彼の、授業 をし

ながら子どもの様子を見取る力に感心 した。

2)白 イルカ、白目、白ほうと次々に書き単語に出会う

子 どもたちを4人 グループに分け、「白で始まる漢字を

集めてほしい」と画用紙を配布 し、3分 間を設定した。数

多 く書 くことを目指 して、各グループは作戦を取ってい

た。辞書で調べて、白の漢字を探すグループ、社会科の教

科書を取 り出して、地方の名前や神社の名前か ら単語を

取るグループ、「白山」がは くさん、しらやまの二つの発

音ができることか ら、読み方まで書 くグループも出た。8

班の内、少ない班は4つ 、多い班は8つ を探す ことがで

きた。

1班:白 鳥 白山

2班:白 鳥 白山

3班:白 鳥 白山

4班:白 鳥 白山

白神 山地

5班:白 鳥 白菜

白紙

6班:白 くま
しらギユミ はくさん

7班:白 山 白山

8班:白 鳥 白山

白身

白菜 白熊

白菜 白熊

白菜 白熊

白菜 白熊

白飯 白海豚 白黒

白目 白人 白紙

白組 白玉 白川郷

白熊 白組 白衣 白酒 白米

白山神社

旨蓄

白菜

白ほ う 白鳥
しらた ミ しらゆきひめ

白下 白雪姫

白下 白衣 白紙 白口

各班が書いた画用紙を黒板に貼 り、共通することばか

ら、「白鳥」 と 「白紙」を取 りEげ 、さらに池田院生が事

前に準備 した 「白馬」と 「白旗」で考えようとすることに

した。既習単語か ら予想 していた 「白馬」と 「白旗」が子

どもたちから出なかった。ここでは、柔軟に子 どもたちの

答えに変えることも考えられたが、次の授業展開で扱 う

三つの言語を比較するのに適例だとい うことか ら、こち

らが考えた2つ の単語を加えることにした。

3)白 は英語でホワイト、中国語でバイということを発

見する

「白鳥」「白紙」 「白馬」「白旗」を黒板に書き、それぞ

れの英語を全体共有で確認 した。子どもたちは、白を、英

語でホワイ トとい うのを知っていた。白鳥をホワイ ト・バ
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一 ドといった子 どもたちに、「バー ドとも言 う。でもここ

では、スワンって書 く」と池田院生は占った。理由は、ホ

ワイ ト・バー ドだと白い鳥を意味 し、白鳥であるスワンを

特定できないから、語彙の混乱を防 ぐためあえてスワン

に した とのことである。実は、当目の事後授業研究会で小

林和雄先生が直訳すると間違いが生 じる場合もあると指

摘 した。一方、間違いから学ぶチャンスだったと振 り返っ

た。4つの単語の英語(whiteswan、whitepaper、whitehorse、

white且ag)を 確認 し、「私たちが考えた英語が外国人に本

当に通 じると思いますか」と問いかけ、子 どもたちに挙手

してもらった。彼 らはほとん ど通 じないと思っていた。私

が、「全部通 じます」と答えると、半数以上の子どもたち

が驚いていた。

続いて、4つ の単語の中国語での占い方を、私が解説 し

た。多 くの子 どもたちは、私の真似をして、自発的に中国

語 を発音 していた。せっかく興味を持って くれていたが、

私は大きなミスをしてしまったことに気づいた。それは、

該 当す る中国語の漢 才で はなく、ピンイ ンを音訳 したカ

タカナを黒板に書いたことであった。そのことに気づき、

日本語を指 して、「中国語 も同 じ漢 ポ、これ も中国語にな

っています」 と言い足 した。池 口院生は、「中国語では、

全部漢字です」と補足し、子 どもたちの反応を記録 した。

子どもた ちは、 日.本語の語贋で遍 じることに

は驚きを示 した。続 ぐ王先生の後の詑明 で、β本

語の漢字がそのまま通 じることに対 しては、 こ

のβ一番の.驚きを表 しでいた。この驚 きな、まさ

に 唇 棄への気づきノが子どもた ちの中に生まれ

た瞬潤 であった。子どもた ちの 尾 や もや1が 噺

発児ノの炭階にスったとい,えよう。

勉 伍、P68ク

子 どもたちが全部漢字の中国語に対 して、興味を示 し

てくれたことから、池出院生は臨機応変に 「私は先生です」

とい う文の 目本語表記と中国語表記を提示 し、 目本語の

文字が中国でも通 じることを説明した。

私は先生です。

我是老師。

朝鮮でも漢字を使っています。韓国語は、口本語 と読み方

は違 うけど、中国語だと読み方は同じ?」;「目本語の 「d

の字は、中国語でも同じなの?」;「 目本語も、中国語 も、

英語 も、最初が 一緒。」。この最後の発占を拾い、池 田院生

は、子 どもたちとの会話 によって 「色+動 物/物」が1つ の

単語になっていることへの気づきを導いた。

Tさ っき、言ってくれた、この最初の文宇が

同 じで、 うしろが違 うってどうい うことな

んやろ。最初の一文字 目かな。最初の一文字

目って、何が来てる?誰 か他 に?最 初の一

文字 目に、こ うい うのが来てるってい う。

Cえ えええ(意 味が分からん風)

T(白 を指 しなが ら)こ れ何?

C白

T白 って何?

C色

Tう ん。最初の 文 字 口って、色やね。じ

ゃあ、(鳥 を差 しなが ら)後 ろに来て るの

は?

C鳥

T鳥 って何?

C動 物

T馬 は?

C動 物

Tこ れは?

C紙

T紙 って?

C木 材 文房具

T文 房具って?

C鉛 筆 とかって何?

C木 一!

T木 とかって何?

Cえ ええ一!

Tじ やあ、旗 は?

C(口 々に答える)物

T誰 か今教えてくれた。3人 ぐらい言って

くれた。物。

C物?

T例 えば、(板書 しながら)色 と動物。色 と

動物とか、色 と物、色 と物、うん うん。こう

い うこと言えるかな。色 と動物とか、色 と物

をくっつければ、占葉になる。そ してそれ

が、目本語でも、英語でも、中国語でも、通

じるってことが、分かるな。

(授業の文宇起こしより)

4)疑 問、分かったこと、気づいたことを共有する

ここまで行 い、気づいた ことをペアで考える時間を設

けた。最初は 「わから一ん」と言い出す了がいたが、徐々

にペア ワークで活発に話すよ うになった。意見を共有す

る時間に、子 どもたちか ら以下の意見が出た。「韓国や北

対話記録で示 されているように、先生の意図が鮮明に

出されている。やや無理や りな部分が感 じられ るか もし

れない。授業目標を忠実に達成す るか、子どもの思考に添

いなが ら自らの発見を待つか、両者のバランスを絶妙に

とるのが極めて難 しい。このような高度な実践力は、日々
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の授業実践を通 して、試行錯誤によって、実践の省察 とと

もに、鍛えていくしかない。

5)漢 字づくりに挑戦してみる

漢字づ くりに挑戦する前に、池口]院生が二つの例 「青空」

「緑茶」を出した。青→青空→bluesky→ 青空((面gk6ng);

緑→緑茶→greentea→緑茶(1亡cha)の ように板書 した。こ

れらは、 「色+動 物/物」になっていることを伝 えると、了

どもたちの気づきの声がEが ってきた。「色 と何かを組み

合わせて、言葉を見つけてみた りして下さい」と指示 し、

ワークシー トを配布 した。子 どもたちが書いている間に、

池田院生が机 間支援を しながら、見つけたよい例を全員

と共有 していた。最後に、振 り返 り文を書かせて、授業を

終えた。

32人 の子どもたちは、120個の漢字のことばが書けた。

「色+動物/物 」に限定したことで、子 どもたちの発想を制

限 したのではないかと心配 していたが、脳みそを総動員

して、たくさんの言葉を書いてくれた。個人の狙いとして

は、オリジナルな単語や 占葉を作ることを口指 していた。

語 と語の組み合わせで新 しい ことばができることに気づ

き、 自分な りに新 しいことばを作ってみる創作活動 をし

たかった。だが、授業者の池田院生が、範囲が広すぎると

分か らな くなる、4年生にとって難 しい、とい う意見を私

は尊重 した。子 どもたちは、それぞれ、自分の言葉で多様

な視点か ら授業を振 り返っていた。子どもたちの気持ち

に応えなが ら、全員のワークシー トにコメン トを書いて

返 した。

6)振 り返り文から授業を再考する

振 り返 り文の中にあった、ことばの仕組みに関する記

述は、興味深かった。「色+物 で言葉ができることを初め

て知 りました。日本語は白、英語はwhite,中 国語はbaiな

ど、 白は外 国語でも決まっているんだなあと思 いま し

た。」;「日本語は漢字 とひ らがながま じって"今 から遊び

にいきます"と かになるけど、中国語は全て漢字なので、

びっくりしま した。」;「白鳥で中国語だった ら別の意味の

ばいやニャオ(白 鳥の中国語発音)べ つべつの意味をっな

げてす ると白鳥 と読めるなんてびっくりしました。」;「口

本語には白でも読み方はいろいろあるけど英語 と中国語

はよみかたが1種 類 しかないのが疑問におもいま した。」;

「赤色や青色などの色はなにかと組み合わせて英語や中

国語にできるな と思いました。」といった共通する語 と語

の組み合わせだけではなく、文づくりの構造、発音体系、

日本語の特徴である膠着語まで考えた子どもがいた。

また、複数の言語を比較す る視点は、大半の記述に見ら

れた。「中国語、英語は日本 と同 じ最初の色 とかの意味は

同じとい うことが分かりま した。でもなんで外国や中国

の字は全然違 うかなと思いました。」;「中国の漢字はなん

で日本の漢字 と違 うのかなと思いま した。」;「中国のほと

んどが最後に 「一」になることが分か りました。ワン先生

とわたしの滑舌が全然違いました。」といった複数の言語

の違いだけではなく、共通点もあることに気づいていた。

外国語への興味を示 した記述は一番多かった。「中国語

は日本語 とす こしにている部分があることが分か りまし

た。いただきます や こんにちは はどうやっているのか

しりたいです。」;「中国では全部の文字が漢字なんだなと

おもい、ぼくも中国の字をならってみたいです。発音もむ

ずかしいからすごいです。」;「もっと中国語をしりたい」;

「漢字は 日本、中国のどっちからきたのか疑問です」;「中

国でもだいたいはなんてかいてあるかわかるんだな と思

います。」といった意外に中国語の漢字もわかる、もっと

外国語を知 りたい という気持ちが書かれていた。

当口の授業を公開し、浅島院生、山岸院生、山崎院生、

中山院生、校長先生、教頭先生、担任の先生、小林先生、

合計8人 が参観 した。授業の直後に院生たちと事後授業

研究会を開き、検討会を行った。

7)「 充実感あり満足感ない」池田院生の省察
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池田院生は、今回の授業で子 どもの中に起こった情動

を、興味を抱 く→ もっと興味を抱く→表現する→確認す

る→発見す る→モヤモヤする→新発見す る→公式化する

→理解す る→理解 したことを表現すると捉えた。充実感

が得 られたのは、前 目まで人念に打ち合わせができ、時間

のシ ミュレーションと発問が頭に入っていた。故に、授業

中に子 どもの様子や反応を見 ることができ、即興的な発

言を有意義な方向に導くことができたためである。参観

者か ら、"見たことがない授業"、"池田さん らしい授業"、
"参観者も驚きを持てた授業"と い

った褒め言葉が、やっ

てよかったと思 う充実感 に繋がった。一番 うれ しかった

のは、子どもたちが楽しそ うに、そ して驚きながら授業を

受けていたことだそ うだ。特に、普段国語の時間によく寝

ていた女の子が、今回の授業で口を輝かせて、「韓国や北

朝鮮でも漢字を使っています。韓国語は、目本語 と読み方

は違 うけど、中国語だと読み方は同じ?」 と発 占し、最後

まで学習に臨んでいたのがFl」象的だったそ うだ。少なく

とも彼女の中に外国語への興味が芽生えただろ う。

また、自身の省察 としては、これまでしたくてもできな

かったことが二つ実践できた。一つは、中国語 を絡めた授

業ができたこと。中国語が学校現場で必要ないプラス α

のカだ と思っていたが、今回の授業のよ うに、口本語 ・英

語 ・中国語の3力 国語 を外国語活動の一貫として扱った

ことで子 どもたちがことばに出会 う機会 とな り、他教科

との関連も十分考えられた。もう一つは、実践 コミュニテ

ィづ くりのヒン トを得たことである。校長先生やメンタ

ーの先生、大学の先生とチームを組んで実践できた。現場

の先生、大学の先生、自分の意見をぶつけ合わせ、再構築

を繰 り返 した結果、こうした授業ができた。木曜 目カンフ

ァレンスで学んだ協働実践の意味と必要性 を実感 し、自

分にとって、小 さいが確 かな実践コミュニティを組織す

ることができた。

満足感がないと思ったのは、授業の改善点が多かった。

授業中に 「言葉」「単語」「言語」 「ことば」を混ぜて使用

したことで、子 どもたちを混乱させてしまった。子どもた

ちにとって分かりやすいことばを見つけることができず、

発問が長 くなり、問いの鋭 さがなかった。また、こどもた

ちの発占を板書す る時、次の段取 りを考えていたため、発

占の真意を確認 しないまま、意味を間違って捉 えた。そ し

て、グループ活動を取 り人れたが、もっと精度 を上げるこ

とができた。例えば、グループで出た漢字が、英語にも中

国語にもあるのかを話 し合って、そこから共通点を探 し

て結論に持っていく方法があった。

教科の授業 と違って、この授業は確固たる答えはなか

った。ことば との川会いから、言語に対 して、子 どもなり

の興味関心を抱 くことができたら、よい と思っていた。授

業の最後にまとめる難 しさを感 じたが、子 どもたちがも

がいて、さわいで、静かになって、考えて、動いた授業だ

からこそ、本当の主体的な学びに繋がるのではないかと

考えた。今回の実践を通 してやる価値があると思ったか

らこそ、これからもこのようなチャレンジをもっ と続け

たい。

2.英 語科「不思議な漢字の世界」中学校1年 生

中学校1年 生の授業実践は、二つのクラスで実施 した

が、内容はほぼ同じであるため、ここでは、一つのクラス

に絞って授業の様子を紹介す る。中国文化、中国語を扱っ

た単元にゲス トとして来てほ しいとい うリクエス トに応

じ、活動内容を組み立てた。先述 した小学校での実践 と違

い、この授業は、私がTl、 英語科の先生がT2で 、事前に

授業構想を共有 し、前 口打ち合わせの後、当口の授業に臨

んだ。本来であれば、先生たちの授業構想を聞いて、自分

が協力するところや出番を考えるべ きであり、今回はま

るで丸投げを受 けた出前授業のよ うに思われるかもしれ

ないが、真の協働実践研究に近づく 歩 だと考えた。

1)自 分の名前を中国語で言ってみよう

教室に入った瞬間、生徒たちが大変疲れているのが分

かった。年明け一週 目の金曜 日の6限 目だった。挨拶で

howareyouと 聞いたら、sleepyと 答える子が多かった。

授業中私はallEnglishで 話し、英語の先生が必要に応 じて

支援するとい うことが事前に決まっていた。生徒 とのや

りとりを しなが ら自己紹介をしていると、「早い、リスニ

ングよ り早い」とつぶやいた生徒がいた。自分も緊張して

いたか ら、無意識 のうちに英語を話すス ピー ドが速かっ

たのだろ う。そこで、戸惑っている生徒に、「自分の名前

を中国語で発音 してみ よう」と誘って、何人かの生徒が前

に出て 日本語の名前を書いてもらった。彼 らは、私 と1対

1で 発音練習 してか ら、全員に向けて、中国語で自分の名

前を言った。聞きなれていない中国語を発音す ることで

みんなの集中力が高まり、教室の雰囲気が明るく変わっ

た。

2)中 国の地図から都市を探してみよう

自己紹介の次に、私が生活 していた複数の都市を中国

地図から見つける活動に移った。活動の狙い としては、私

の実体験から中国の都市に触れ ること。4人グループにな

って、A3一 枚の地図をペアごとに配った。この活動は、

188StudiesinandonTeacherEducation,Vol.12,2019.6



教師教育研究 第12巻

私が、英語で 「生まれた都市」、「育った都市」、「大学/大

学院を過ごした都 市」、「目本語を学んだ都市」を 文 ずつ

占い、スライ ドの提示 とともに、生徒たちに場所 を見つけ

てもらうことをした。つま り、英語を聞いて、目本語 を見

て、中国語の場所を探す とい う多占語が混 じった活動に

なっている。しかし、一つ大事なことを見落 としたことに

気づいた。それは、中国の都市の漢字が 日本語の読み方と

中国語の読み方 と違 うことであった。英語は中国語の発

音になっている。生徒に、中国の漢字 と日本語の読み方と

が一致 しない混乱を招いた。英語で説明するため、提示し

たスライ ドを口本語にしたが、却って難 しくなった。生徒

たちは、漢字に頼って、すべての都市の場所を見つけたが、

私の ミスに付 き合ってくれた彼 らに申し訳ない気持ちに

なった。

3)『 春暁』を中国語で音読して気づいた

面白みに欠 けた地図の活動でつま らなそ うな顔をして

いる生徒が出てきたところに、彼 らに馴染みのある『春暁』

の教材を提示 した。テキス トは小学校5年 生の教科書か

らとった。復習の意味で音読 した後、中国語版の 『春暁』

を示 し、音読 した。同時に両者を比較するワークシー トを

配布 して、 「何が違 う?何 が同じ?」 と問いかけた。

述語→主語(形 容詞)

英文と同 じ形

号
㊨ →⑯ →㊥(形)

do憤go

している、中国語の読み方

がローマ字 と似ている、送

り仮名がない、書 く順番が
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「何が違 うか」に対 して、生徒の多 くは、様々な違いに

気づいた。読みかたが違 う、中国語にひ らがながない、並

び方が違 う、漢字が少 し違 う、文の順番(文 章の単語の並

び順)が 違 う、高低差がそれぞれの文字にある、リズムが

いい、音の高低が激 しい、日本語は間をあけて読むが、中

国語はつなげて読む、漢詩→絶句;Lが ったり下がった り

宇、「一'v＼ 」の四つの記 号がある、中国語の発音仕

方にhが 多く使われている、訓読みの漢字が違 う、など、

読み方、書き方だけではなく、漢詩の文体、音素にも関わ

る記述があった。中には、否定形に関 して、「不は否定⇒

覚えず」 と日本語の既有知識 とリンクした気づきもあっ

た。また、文構造に関して、「"～を"が 述語の後にくるの

は英語と同 じ?」 と疑問がわいた生徒 もいた。さらには、

図式で中国語 と目本語の文型をまとめ、英語まで例を挙

げた生徒 もいた。

「何が同じか」に対 しては、違いほどの数ではないが、

「眠」の音読み 「みん」と 「mian」が似ている、文末符号

「。」が同 じ、漢宇の意味がほぼ同じ、イン トネーション

が似ている、母音の読み方が同じ(く り返 し処処一ch血

ch心)、漢字の熟語は発音が似ている(春 眠、夜来)な ど発

音に関す る記述がほとんどであった。中には、同じ漢 テだ

が、日本語の読み方が多種であるのに対 し、中国語の読み

方は一っ しかないことに気づいている生徒や、同 じ発音

をす る中国語の違 う漢字をま とめている生徒を見て、私

(あ か とき 、 あか つ き 、 き ょ う)暁=xi首0

(お 、 こ、 しょ う)小=xi首o

(ふ う、 か ぜ 、 か ざ)風=色ng

は、彼 らの鋭い気づきに驚いた。

また、記述文 を書いていなかった生徒 が実に高度な思

考を駆使 していたことが、授業中につぶやきや ワークシ

ー トの痕跡から分かった。彼が線引きしていたところを

辿ってみると、「暁」と 「曉」のような簡体字 と日本語漢

字 との違い、「春眠」「処処」「夜来」「花落」の音読み と中

国語発音の類似、不を使 う否定形、「喘鳥を聞く」と 「聞

喘鳥」のような文構造の違いに気づいていることが伺え

た。それは、思考を・∫視化する目的からワークシー トづ く

りを工夫 したことにより、分かったことである。
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4)カ ルタゲームで聞き取れた中国語カードを選ぶ

生徒が中国語に興味を持ってきた ところで、実は分か

る中国語があるんだとい う外国語に対する親近感を持た

せ るため、中国語を聞き取るカルタゲームを導入 した。生

徒4人 のグループに、中国語を書いたカー ド10枚 を一セ

ッ トずつ配った。表は漢字、裏面はピンインを書いた。選

んだ単語は音読みで中国語の発音 と似ている、更に日本

語との意味も同じである。このゲームは盛 り上がった。ほ

ぼ即答で正解のカー ドを見つけられる単語があったが、

ちょっ と難 しい単語 もあった。その後、い くつかのカー ド

単語を例 として、日本語 と中国語の発音を比べて聞かせ、

その違いに目を向けさせた。

5)中 国語の意味を当ててみよう漢字クイズタイム

中国語 も発音はほぼ同 じだ とい う親近感が漂 う雰囲気

になってきたところで、中国語では違 う意味を持つ漢字

があるとい う漢字クイズを出した。 よい揺 さぶ りになる

と思い、同 じ意味を持つ漢字を混ぜたが、予想 していた反

応は出なかった。理由は二つあると反省 した。一つは、中

国語に今まで触れたことがない生徒たちがいきなりたく

さんの中国語を見せ られ、聞かせ られ、盛 りだくさんの内

容 を短時間に提示 され、量に圧倒 されてしまったのだろ

う。もう一つは、漢字クイズの出 し方にある。一つの漢字

に二っの意味を用意 し、絵で表 したのだが、意味が不明瞭

な絵があった。授業の後半になって、駆け足でスピー ドを

上げたのも理由の一っとして考えられる。

6)文 づくりに注 目しよう

「私 は 田 中 で す 」「 我 是 田中 」「Iamtanaka」

「と て も 元 気 」「根 好 」「verygood」

最後に、中国語の豆講座 として、自己紹介文を示 した。

授業の最初に中国語の発音で 自分の名前を披露 した生徒

たちにもう一回登場 してもらい、中国語の 自己紹介文を

言ってもらった。日本語 ・中国語 ・英語の自己紹介文を並

べ、文づくりに注 目させた。一人の生徒は語順の違いに気

づき、日本語だけが仲間外れだと発言 した。そ して、三っ

の言語 には違いだけではなく、共通す ることもあると示

したくて、「とても元気」「恨好」「verygood」を並べたが、

時間切れで意見を共有することができなかったが、今 日

の授業を踏まえて振 り返 りを書いてもらった。生徒のワ

ークシー トの振 り返 り文から、「どちらも形容詞は先であ

る」 とい う記述があった。

β本語だけは文法が達 ラ。英語 と中画吾ぽ先

に主語 と``です、α1ガ'が:来る!ナど、 β本語〆ま最

後に``で す"が:来 る。

7)日 本語・中国語・英語を比較して、気づいたことや

感じたことを書こう

文型SVOに ついて、「中国語や英語は述語が先」 とい

う語順の違いに気づいた記述が多かった。 日本語の規則

性、独特性に注 目していた意見が見 られた。例えば、「日

本語は『は』や 『が』などのことば(単 語をつなげる言葉)

があるけど、中国語や英語にはそ うい う言葉がない」;「日

本語のように 『を』『の』『く』などを使わずに中国語は漢

字だけで英語 も単語だけを使 って しゃべっていること」

などである。

また、 日本語の成 り立ちに気づいた生徒がいた。例え

ば、 「日本語の中にも中国語や英語が混 じっていた りす

る」;「漢字の起源、中国人などを含む渡来人によって文字

を教わ り、その字が漢字だったからにているのでは」;「日

本語は漢字 とひらがなとカタカナを使っている」な どで

ある。

発音への気づきは、中国語だけではなく、英語に言及

した記述があった。「日本語 と中国語は漢字でまだ分かる

けど、英語は、アルファベ ットで発音と意味が違 う」;「英

語の発音は中国語 とはアルファベ ッ トでもちが う発音を

していて意外だった」などである。特に発音が独特で興味

を持ちました」。そ して、自分の名前を中国語で言ってみ

た二人から、次のような感想があった。それは発音の仕組

みを自分なりに考えた り予想 した りす ることの楽しさを

味わ うことものであり、そのことは、言語を分析する力

に繋が り、言語力の基礎を築 く基盤 となるものである。
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読みかたと しでん4、蜘 でショクバンという

のは、ショクは似 でいるなと想 いましたが、バン

についでは 仮7だ け でバ ンだか らかな?な ど予

想するの もたの しかったで先

.私は!酒 プか ですが、中醗 で表すとβ由入み

たいな発言の仕方を し、とでも面白か ったで先

また中画 語でもβ本語に近い言棄1もあ ク覚 えま

した。 中画 とβ本な言棄が少 しだけにでいで面

白いなと、蟹いま した。

三っの言語 に触れ ることから、言語観や言語そのもの

の豊か さに気づいた記述が見られた。個別の言語からす

べての言語の面白さや奥深 さに感心 し、言語を通 して文

化、歴史、民族への理解が深まる機会 となった。 「日本語

と中国語の発音は少 し違っても意味が同 じものが多くて

驚いた。英語は英語な りの発音な どがあって、世界にはた

くさんの占語 があって面 白い と思った」;「目本語 と中国

語は違 うところも同 じところもあって、兄弟みたいだと

感 じた。どの国の言語も大切にして、言葉を楽 しみたいと

思 う」;「中国語と日本語の意味はほとんど似ているが、似

ていないものは大きく違 うのでそこに気をつけなければ

いけないところが中国語の面 白さだと感 じた」;「ことば

の世界はお くぶかい」;「言語はすごい。民族によって言語

が違 うのに通 じ合えた」;「中国と口本の古くか らの関係

が見えた1時 間になった」。

複数の言語 を比較することが、次の言語学習の動機づ

けになるきっかけになった ことが分かった。外国語への

興味がわいたことや特定の項 口に注 口したい、何かにつ

いてもっと知 りたいとい う意欲の向上にいい影響を与え

た。「中国語への興味がわいた」;「普段はあま り関わ りの

ない中国語なので、もっと知 りたい と思った。もっと違い

を見つけていきたい」;「中国に行ってみたい。母 ・子音の

異なりにも注 目したい」;「中国語をゆっくり読む と日本

語 に聞 こえたことをかるたでした り、中国の文字の意味

をクイズでやってとてもおもしろかったです」;「英語は

共通だが、中国での英語の しん とう率が気になった」;「口

本語 と中国語 はいままでまったく違 うものとして うけと

っていたけど、今回の授業を通して似ていると感 じま し

た。かるたが楽 しかったです。ちなみに 番 の答えはなん

だったんですか」。

8)「 悔しさから乗り越えよう」授業者としての省察

今振 り返ってみれば、英語で中国語を教えた り、三つの

言語の違いに気づかせた りとハー ドルが高い授業だった

と思 う。せっかくの機会なので、生徒にいっぱい言語体験

をさせた くて、盛 りだくさんの内容 を無理や りに入れて

しまった。45分 の授業で学習活動だけを数えると、名前

を中国語で言ってみよ う、地図で中国語の都市を探 して

みよ う、漢詩の中国語版 と比較してみよう、カルタゲーム

で中国語の漢字カー ドを聞き取ろ う、中国語の漢宇クイ

ズをやってみよう、中国語で挨拶 してみよう、英語 ・中国

語 ・日本語を比較 してみようと7つ あった。私の無茶ぶ

りに付き合ってくれた生徒に感謝す る。あまり発言者が

多 くなく、途中か ら飽きた子が次々と出てきたため、授業

後も不安があった。その時、先生に 「やっぱりオール英語

で難 しかったで しょうか。小学生向けに日本語でやった

時に反応が良かったんですが、中学校1年 生の実態がよ

く分からず、無理や りやったから、ついていけなかった生

徒がいたで しょうか」と聞いてみた。先生は授業のことを

ポジティブに捉えて、以下の返信で私を励ましてくれた。

悔 しさがあったか らこそ、次の前進 に繋がると信 じてい

る。

4ノヲか ら1年 ∠左を.屠できでいますが＼決 して興

媒がわかなかったわけでなあ クまぜん。子μた

ちなみんなの前 で罷 ラことに抵抗がある働

が強いというのがわた しの実癖 でプら 大入か ら

ナれば か しこい頭を持 っでいるんだか らどん

どん発 言ナれぱ笈 いのにと想 うん でナ!ナ(どね。

英語は何となぐ惹殊 はわかっでいでも、母語 で

なな い分、余計にその傾向が強いか もしれ まぜ

ん。今は周逮ってもいいんだま という授業の雰

囲気、クラヌの雰囲気を作っでいる途 中なので、

そのぜいで反 応が悪かったなあと残念な気持 ち

にさぜでいたらごめんなさいね。でも、金曜 βの

6時 潤 月だけ ど、顔 を」狂げで坂 ク組ん でいた し、

わた しとしでな、自分 でな緬対にできない中国

語や中猷 化な ど 自分の脚わっでいる1年 塗

の生徒た ちが騒れ ることができでとでもあ クが

たかったでプら大学生 ぐらいにな ク、中醗 に)顔

れた ク、わた しみたいに中国のお友達が できた

クした ときに、昨日の1碍1潤 をふ と想 い摺す子

が必ずいると想 いま先 その 日にこちらが期 待

する、結果が得 られなかったとしでも、教 淳な将

来 に生 きるときが泌 ずぐるといつ も想 っていま

先 あ クが とうございま先

皿.省 察 のあとがき

UnitedGraduateSchoolforProfessionalDevelopmentofTeachers191



福井大学大学院 福井大学 ・奈良女子大学 ・岐阜聖徳学園大学 連合教職開発研究科

複言語主義の視点から、「ことばへの気づき」、「言語へ

の 口覚め活動」に焦点を当てた、母語 と連携す る外国語教

育の協働的実践研究を二つ事例 として取 り上げて紹介 し

た。どの実践も細かく分析 し検討する価値があるが、ここ

では、協働実践研究の大切 さ及び関わり方を振 り返 るた

め、概要のみの紹介に留まった。外国語教育の観点か ら事

例を論述する内容は別稿に譲ることにす る。

一二つの事例研究によって、協働実践研究の大切 さを実

感 した。一人でできないことがよく分かり、協働の必要

性及び重要性を再認識 した。今回の協働実践研究がなけ

れば、子 どもたちの素晴 らしい気づきや言語への深い理

解 を知ることができなかっただろう。また、「ことばへの

気づき」、「言語への目覚め活動」に関わる言語活動が子ど

もたちにどのように影響を与え、彼 らにどのような学び

があるかが明 らかになる可能性が広がった。複数の占語

をコラボ レーションする取 り組みの実践は、意義があり、

現場に還元することができる。そ して、池 田院生の事例の

ように、実践者がメイン、私がサブという協働の仕方で実

践研究を行 う協働実践研究は、理論 と実践の真の往還を

実現可能にするアプローチだと言える。

また、今回は、初めて実践記録を書いてみて、実践記録

のディスコースが存在 してい るのではないかと考えた。

今まで、伊那小学校の 「お店 さん」、つ くば大学附属小学

校の 「あそぶものを作ろう」、福井大学附属学校の 「スズ

メノカタビラ」 といった授業実践記録の素晴 らしさに感

心 していたが、書き方の構造、ことばのチ ョイス、子 ども

の様子の描写、文脈付きの筋の表 し方など特徴があり、そ

こには実践記録ならではのデ ィスコースが共通 して存在

しているのではないかと改めて気づいた。さらに、実践を

書いて振 り返ることは、口頭発表より、本題についての考

えが深まる触媒だと言えよう。これから、自分の実践記録

を書き続け、実践記録のディスコースを探究してい く。

6月 から新 しい協働実践研究に関わることに恵まれた。

公立小学校の担任が外国語活動にカを入れて 口々の授業

づくりを見つめ直し、授業改善に取 り組んでいる。子 ども

理解及び先生の教育観 を理解す るため、普段の授業参観

をは じめ、先生のや りたいことを聞き出し、悩みに寄 り添

い、創意工夫を楽しみ、そして成長を見守 りたい。そこで

起こるエ ピソー ドを次回に撮告する。
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